
令和元年度 第１回 大洲市総合教育会議 会議録 

 

１ 開催した日時及び場所 

  令和元年８月１日（木）午後３時００分から午後４時２８分まで 

  大洲市役所別館３階第１会議室 

 

２ 出席した構成員 

  大洲市長              二 宮 隆 久 

  大洲市教育委員会 教育長      東 山   宏 

  大洲市教育委員会 教育長職務代理者 西 山 千 春 

  大洲市教育委員会 委員       山 内 光 郎 

  大洲市教育委員会 委員       渡 邉 ひとみ 

  大洲市教育委員会 委員       吉 岡 恵 一 

 

３ 会議に出席した職員 

（教育委員会事務局） 

教育部長       井 上   徹 

教育総務課長     城 戸 弘 一 

教育総務課学校教育指導監 井 上 等 之 

生涯学習課長     林 田 稔 徳 

文化スポーツ課長   村 上   司 

学校給食センター所長 山 﨑  重 信 

教育総務課長補佐   隅 田   充 

（市長部局） 

市民福祉部長     藤 田   修 

子育て支援課長    山 下 和 広 

（事務局） 

総務企画部長     栗 田 浩 治 

企画情報課長     久 保 明 敬 

企画情報課長補佐   井 上 朋 昭 

 

４ 傍聴者の数 

  ２人 

 

５ 協議又は調整に係る事項 

⑴ 令和元年度主要事業の進捗状況等について 

⑵ 肱南公民館周辺整備基本構想について 

⑶ その他 

 

６ 議事 

  別紙のとおり 

 

 

 

 



別紙 

 １ 開会 

 ２ 市長あいさつ 
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３ 議事 

⑴ 令和元年度主要事業の進捗状況等について 

それでは、もう早速、議事に入ります。括弧１の令和元年度主要事業の

進捗状況等について、を議題といたします。事務局より説明をお願いしま

す。 

 

〔会議資料に基づき説明 城戸課長・村上課長・山﨑所長・山下課長〕 

 

はい、ありがとうございました。ただ今、事務局から、今年度の主要事

業の進捗状況等について説明がありました。ひとつずつ意見交換をしてい

きたいと思います。 

まず、１番の学校における働き方改革の検討について、何か、ご意見や

ご質問等はございませんでしょうか。 

 

   先ほどご説明にありました、教職員のストレスチェックの実施というこ

となのですが、具体的にどのようなチェックをされるのか。また、年に何

回くらいされるのですか。 

 

   教職員のストレスへの気づきを促すもので、今回初めて実施します。先

行して、市の行政職員では、年に１回、ストレスチェックを受けておりま

す。それを参考にしながら、予算要求をしているのですけれども、年に１

回、今年を最初としてやってみたいと思っていまして、９月の補正に要求

を上げてございます。 

   ただ、やり方が、市の職員の場合は、紙で調査、Ａ３の裏表位の調査物

で、チェックしていくのですけれども、学校で予定していますのは、今の

ところ、費用の面もあるのですけれども、ネットでログインして、自分の

番号でやると、かなり安い経費でできるので、それを提案しています。 

   一人あたり、９０何円のものでして、チェック項目量は市職員同様、Ａ

３の裏表位、それで、教員ばかりでなく、委託をしている支援員等にも、

全部したいと詳細には計画しておりまして、あと、高ストレスかどうか本

人には返ってくるのですけれども、結果は２週間程度で結果は出てくるだ

ろうと思います。 

それで、高ストレスの状態であるというふうに判断された場合には、例

えば教育委員会に来て相談をなさるとか、さらに言いますとお医者さんに

行くようにと指導したりというふうに、その予算を十数名分用意しており



 

 

 

二宮市長 

 

山内委員 

 

二宮市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二宮市長 

 

 

西山委員 

 

ますので、ちょっとその辺は何名ぐらいの予算がつくかわかりませんけれ

ども、期待しております。 

 

   よろしいですか。 

 

   はい。 

 

   ほかに、ご意見、ご質問はございませんか。 

   ないようでしたら、私のほうから１点、お願いをしておきたいことがご

ざいます。 

   教員の働き方改革の中で、中学校の部活動ですが、これが本当に現状で

は、大きなウェイトを占めておられるのではないかと思います。非常に熱

心にやっていただく、生きがい的にやっていただく先生がおられるのも現

実だと思いますし、全然経験のない競技をほかに適任者がいないので、勉

強しながらやっておられる、そういう先生も現実にはおられるのではない

かと思っております。 

   もう一つは、少子化が進んで、特に周辺部の中学校では、男の子が一部

しか運動部がない。女の子も一部しかない。運動がどうしても苦手な子の

ために文化部をつくってやっている。そのような学校が増えてきつつある

というのが現状ではないかなと思います。 

少し考えてあげたいと思うのが、子供たちが本当にやりたいスポーツに

チャレンジする機会がないという状況になりつつあるのではないかなと、

南予でもトップクラスの生徒数を誇る大洲北中ぐらいでしたら、それなり

にやっていただいているかなと思いますけれども、そういった状況を改善

していくためにどういったやり方があるのか、例えば、総合型スポーツク

ラブとか、スポーツ協会あたりと連携いただいて、社会体育の中で週末等

を中心に自分が本当にやってみたいスポーツにチャレンジする機会が作れ

ないか、すぐにはできないと思いますけれども、そういった検討を教育総

務課だけでなしに、教育委員会全体で、スポーツ担当の連携も含めて、検

討していただけないかなとお願いをしておいたらと思います。 

   これは、お願いで回答はいりませんので、ぜひ、聞きとめていただき、

検討をお願いします。 

 

   ほかにないようでしたら、次に移らせていただきます。２番の大洲市ス

ポーツ推進計画について、何かご意見、ご質問はございませんでしょうか。 

 

   市民アンケートの件ですけど、市民の何割の方へのアンケートなのでし

ょうか。 
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   市民アンケートの対象件数でございますが、年齢別に幅広く意見をいた

だくために、１０代は、小学校４年生と中学校１年生に各学校のほうにお

願いいたしまして、高校生につきましても、市内の３校、長浜高校、大洲

高校、大洲農高の１年生にお願いいたしまして、アンケートを実施いたし

ております。それ以上の２０代以上につきましては、２０代から７０代ま

で、各年代で男女、１３０名ずつを対象に無作為抽出で年代別に抽出いた

しまして、アンケートのほうをお願いしている現状でございます。約３５％

となっています。 

 

   アンケートの結果は何月ごろに出るのでしょう。 

 

   学校のほうは、ほぼ回収いただいています。一般の方が、一応、委託業

者のほうへの締め切りを７月末にしております。もちろん遅れてきた場合

も受け付けるのですけれども、この集計がやっぱり１か月くらいかかると

いうことなので、８月下旬には、結論が出るのではないかと考えておりま

す。 

 

   ほかにありませんか。ないようでしたら私からお願いしたいのですが、

このスポーツ推進計画は、子供さんから年配の方まで、市民の階層すべて

を対象にということになるのですか。もしそうなるなら、中学校の部活動

の在り方について、どういうふうにこれから持って行くとか、そのあたり

もちょっと、考えていただけたら、もし、入れていただくことができるの

であれば、検討してもらえればと思います。 

   それともう一点、スポーツ施設をどう活用していくかということも、大

きな課題ではないかと思っているのですけど、どんどん活用が増えて、利

用が増える、それによって、市民の健康づくりが促進されて、健康長寿の

まちづくりに貢献ができ、医療費がどんどん低減できると、いうことにな

れば、そういった方面にまた予算を持って行くことができればいいかなと

思いますので、そういったことも検討できればと思っています。どういう

ふうに活用していくのか、そこらも研究していくことが必要だと思います。 

   スポーツ施設の管理の在り方ですけれども、指定管理あたりも民活とい

う観点で、利用促進の意味でも、検討していく必要があると思っています。

暫定的に直営で今、やっていただいている総合体育館あたりもそういう状

況にもあると思いますので、お願いしておきたいと思います。 

 

   それでは、次に３番の学校給食費の公会計化に向けた調査・検討につい

て、何かご意見、ご質問はございませんでしょうか。 
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   公会計化に向けて、踏み込んで検討を進めるということでよろしいので

すよね。 

 

   実は、この前の３月に文科省からのガイドラインというのが、出る予定

でありまして、それを受けて今年度しっかり仕事をするということで、考

えておりましたが、どうやら、今度の春にならないと出そうもないと、い

うふうな情報も入ってきておりまして、現況をしっかりと今、大洲市の現

況を調査し、また、先進地で対応しております山口県の下松市のほうに状

況を確認させていただいて、そちらのほうの情報もしっかりと把握をさせ

てもらっております。ただ、先ほど教育委員さんからもご質問もあったの

ですけれども、学級費とか、そういった校納金とこの給食費、これを一緒

にして考えるのは非常に難しい部分があると、いうふうにも思ってもおり

ますので、そういったところを文科省のガイドラインをしっかりと把握し

て対応をしていかなければならないのだろうなと、担当と話をしていると

ころです。 

 

   文科省、国がどう言おうが、やらなければならないことはやるべきだと

いうのが、私の考えですので、教育長時代から変わっておりませんので、

よろしくお願いしたいと思います。 

   一点、提供食数３，５００食、これが一つのラインとしてあると思うの

ですけど、これを達成するために、今どういった対応策を検討いただいて

いるのか。思ったよりも、児童、生徒数の減少のスピードがちょっと速い

ような気がするのです。そこらあたり何か検討いただいているようならお

伺いしたいと思います。 

 

   この３，５００食につきましては、ＰＦＩ事業の契約約款の第４８条第

５項に、四半期中の給食数が３，５００食未満となったときは、市は、別

紙１１の規定に基づき、３，５００食分のサービス対価を事業者に支払う

ものとし、事業者に当該サービス対価の受領によっては補えない増加費用

又は損害が生じたとしても、市は当該サービス対価の支払い以外の義務を

負担しないものとする。と規定しております。 

   給食センターは１日４，３００食を提供する能力がありますが、平成２

４年９月の供用開始時期から食数は１日当たり４，０００食を下回ってお

りまして、１年半年後の平成２６年度から３，５００食を下回っている状

況でございます。 

人口減少のスピードが予想より早く、過大な施設となったということが

要因でございまして、今までの減少傾向を見ますと、１年に１００食ずつ

減少しておりますので、契約が終了する令和８年度には、１日当たり２，
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４００食程度に減少されるのではないかというのが最大予想されるところ

でございます。 

   平成３０年度の支払い状況を見ますと、食数減少分の持ち出しが４００

万円程度出ております。 

   この対応につきまして、通常は、施設や設備を改修するときに見直して

規模を縮小し、効率をよくしていくことが考えられますが、令和８年度ま

で契約をしておりますので、規模の縮小は困難でないかなと考えておりま

す。 

その他の対応策として、現在、３点ほど考えておりますが、一番即効性

があるのが、河辺センターを廃止して大洲センターから提供するようにし

ますと、現在、河辺センターで、施設の年間経費が７００万円を超えてお

りますし、栄養職員の人件費を加えると１，０００万円以上の経費がかか

っている状況になっています。ですので、この分を大洲に追加しても委託

料の増加は無いと思われますし、市には７００万円ほどの持ち出しがなく

なることになります。 

   次に考えられますのが、認定こども園への給食提供ですが、今後どの程

度の食数が増えるのか、データがないので、こちらについても想像がつか

ないのが現状でございます。 

   次に、近隣の自治体との広域行政によってですが、例えば内子町の小中

学校に給食を提供することで、給食提供の効率化を図ることが考えられま

す。現在、内子町では１，４５０食を提供しておりまして、旧小田町を除

きますと、ほとんどの施設が、肱川や長浜よりも近くにありますので、検

討の余地があるのかなと思われます。内子町の担当者も、人口減少により

まして、効率が悪くなっていることを感じておりまして、今後、２か所あ

るのですが、１か所に減らして給食を提供することも検討が必要と考えて

おりました。ですので、今後、広域化も考えていかなくてはいけないかな

というふうに考えております。以上でございます。 

 

   学校給食については、例えば、喜多小とか大洲北中あたりが、何かの学

校行事で給食がいらないということになったら、ものすごい数の食数が不

要ということになるのですよね。そういう場合もやはり３，５００食をみ

ないといけないということだったと思うのですけど、いろいろ考えられる

可能性は、具体的に検討して、できれば給食センターが持つ能力をフルに

活用できるように調整してみて欲しいなと思います。 

   ほかにございませんか。 

 

   先ほどの給食の広域化の話なのですが、もともと給食ができてから３０

分という制約があったかに思うのですが、それは、クリアできるのですか。 
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   距離的には、長浜、肱川より近いという施設が、ある程度ありますので、

小田町内になりますとちょっと３０キロくらいになりますので、そこらあ

たりは、行くことはできないのかなと思っております。ただ、具体的に計

画しているわけでもないので。 

 

   喫食までは何時間ですか。正確な数字は。 

 

   ２時間です。 

 

   最終的にはそんな話をちらっと聞いていたので、それで河辺はどうのこ

うのという話だったらですね。 

 

   私ばかり発言してもいけないのですが、広域化を本当に検討してもらう

のであれば、早めに投げかけていないといけないのかなと思いますので、

市外に話を持って行くのであれば、おっしゃっていただければ、ダメもと

でも宣伝はしてみます。 

 

   それでは、よろしいでしょうか。次に４番の大洲市立幼稚園・保育所再

編計画の推進について、何かご意見、ご質問ございませんでしょうか。 

 

   以前この再編計画については、非常に保護者の方の要望が強いと、いう

ようなことをアンケート調査で、お聞きしたんですけれども、今後これを

進めていく上において、保育士さん、また、幼稚園の先生との業務の摺合

せを今後されていくと思うのですけれども、その資格者の関係について、

一つお伺いしたいのと、今後、認定こども園の移行を考えたときに、今現

在、幼稚園の園長を兼務している小学校の校長先生もいらっしゃると思う

のですけれども、そういったことは、恐らく今後、無くなっていくのかな

と、いうふうに思っているのですけれども、ただ、小学校から、中学校へ

上がる時よりも、幼稚園や保育所から、小学校に上がる時の子どもたちの

精神的な負担というのは非常に大きいと思いますので、認定こども園から、

今後小学校へ、小学校との連携ですね、何か考えがあるのかどうか、ちょ

っとお聞きしたいのですけれども。 

 

   吉岡委員さんが言われた件、保育士と幼稚園教諭の資格の関係、園長の

兼務の件、幼稚園から小学校へ上がる時の連携、まず、資格の関係は、今

は、職員の採用については、幼稚園教諭と保育士の両資格を持った職員を

採用しております。また、中には、保育士の中にも幼稚園教諭の資格をと
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れていない、職員もいるのですけれども、その職員につきましては、早く

幼稚園教諭の資格を取るように進めています。保育士だけが幼稚園の資格

を取れていない職員が数名いたと思いますので、その者は、資格を取るよ

うに進めているところです。 

認定こども園のうち、幼保連携型の認定こども園になったときには、幼

稚園教諭と保育士資格の両方が必要ですけれども、保育所型や幼稚園型の

場合は、併用が望ましいが、いずれかでも可ということがありますので、

そのあたり協議しながら、認定こども園をどのような類型にするか研究し

ております。 

園長兼務の件は、委員さんが言われたように、これから認定こども園に

していくようになりますと、小学校の校長先生の兼務というのは、無くな

ってくるのではないかなと、思っておりますけれども、そのあたりは、教

育委員会ともこれからの相談になろうかなと思っております。 

小学校に上がる時の連携ですけれども、現在も小学校と幼稚園の連携は

取れていると思いますし、保育所がちょっと、小学校との連携というとこ

ろで、幼稚園ほどの連携ができていないところがあると思います。そのへ

んは、また、認定こども園化することで、幼稚園の良いところを取り入れ

て、小学校に上がるのがスムースに上がっていけるような、教育をやって

いきたいと考えております。 

 

   教育部局から補足説明はございませんか。 

 

   幼稚園、保育所、小学校との連携の関係なのですけれども、大きな人口

を抱えている小学校区においては、いろんなところから小学校に入ってく

るケースがあります。大洲市立の幼稚園、大洲市立の保育所、それから、

民間の保育所、民間の幼稚園、いろんなところからきますので、なかなか

常に連携をというのは難しいところもあるのですけれども、できるだけ認

定化になることによって、同じような環境での保育となってまいりますか

ら、そういったところ学校のほうも特に気を付けて対応するように指導し

ていきたいと思います。 

   一つの小学校に、一つの認定こども園というふうなものになると非常に

連携は今でも取れていると思うのですけれども、そこらへんは、特に心配

はしてないと言ったら言い過ぎかもしれませんけれども、大丈夫だろうと

思っております。以上です。 

 

   認定こども園になった場合、施設の数は、複数が一緒になるということ

で減っていくのでしょうか。その場合に教員というか保育士というか、そ

の先生の数的には、今のまま、多い人数でしてくださるとか、もっと増や



 

 

山下課長 

 

 

 

渡邉委員 

 

 

 

 

山下課長 

 

 

 

 

 

 

二宮市長 

 

二宮市長 

 

 

すとか、先生の数的には、どういうふうになっていくのでしょうか。 

 

   認定こども園に移行することで、施設は集約されますので、施設の数は

減っていきます。また、職員は、統合、再編した認定こども園に集まって

きますので、一つの施設あたりの職員の数は増えてくると考えています。 

 

   全国的に言われているのが、保育士さんの数が足りないとかいう問題が

あったりするのですけど、大洲市はどうですか、求人をかけてもなかなか

見つからないとか、たくさんの応募があるとか、どのような現状でしょう

か。 

 

   渡邉委員さんの言われるように、大洲市自体まだ保育士不足ということ

で、待機児童が発生しております。施設自体は十分な広さがあるので、保

育士さえいれば、待機児童の解消もできるのですけれども、ハローワーク

等に募集はずっとかけているのですけれども、実際なかなか集まらないと

いうのが現状です。保育士の知り合いや市役所の退職者等にも当たってお

りますが、なかなか集まっていない状況です。 

 

   ほかに、よろしいでしょうか。 

 

   それでは、５番の幼児教育・保育の無償化について、この件で、ご意見、

ご質問はございませんでしょうか。ないようでしたら、議題の次に進めさ

せていただきたいと思います。 

 

 

二宮市長 
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⑵ 肱南公民館周辺整備基本構想について 

それでは次に、肱南公民館周辺整備基本構想について、を議題といたし

ます。事務局より説明をお願いします。 

 

〔会議資料に基づき説明 久保課長〕 

 

   ただ今、事務局から肱南公民館周辺整備の基本構想についての説明がご

ざいました。この件について何か、ご意見、ご質問はございませんでしょ

うか。 

 

   肱南公民館の複合化ということで、充実した内容であって、敷地面積か

ら見てもコンパクトな建物になろうかと思うのですけれども、それ故に、

集客というか能力が上がろうと予想されるので、その人たちの駐車場とい

うか、絵では、１階部分に多少あるのですけれど、これではもちろん十分
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ではなかろうということでどのようにお考えですか。 

 

   山内委員がおっしゃったように、１階のピロティ部分に、わずかな台数

ではありますが、駐車スペースを造ることになっています。この建物は高

さ制限がありますので、なかなか、上に伸ばしていけないというところが

あって、難しいところがありますが、現時点では、今と同じように市民会

館の駐車場に停めていただくとか、市の第２駐車場に停めていただくとか、

そういうことで利用をお願いすることになろうかと思います。かなり多く

の人が集まるイベントを開催するということであれば、大洲小学校や大洲

南中学校をお借りするなど、学校にもご協力をいただくことになろうかと

思います。将来的には、市民会館等の整備もございますので、そこらと周

辺の調整を図りながら最終的にどういうふうに駐車場を位置付けるか検討

したいと思っております。 

 

   肱南公民館はとてもコンパクトで良い施設になりそうな、私も利用して

いる立場としては大変うれしく思いますが、やっぱり、市民会館の移転と

かが、切り離せない問題となるので、市長さんにはよろしくお願いします。 

 

   災害復興の関係があるので、若干タイムラグが出てきておりますけれど

も、市民文化会館と言いますか、現在の市民会館が、新しくなる、今の時

点ではどこへとかいうことも決まっておりませんけれども、最終形は、そ

の時点で、駐車場とかいろいろな問題をクリアして、肱南地区のまちづく

りというか、中心市街地をどうしていくかという観点から、考えていかな

ければならないと思っております。一生懸命頑張りたいとは思います。 

 

   あくまで、これは肱南公民館というところで、アンケートのほうにも災

害用避難拠点というような結果が出ておりますけど、具体的にこの肱南公

民館が発揮できる防災機能というのはどういったところがあるか、今のと

ころでいかがでしょうか。 

 

   防災担当課の危機管理課のヒアリングを行ったところではありますが、

今後、公共施設を建て替える際であるとか、大規模改修する際にどういう

防災機能を付加していくかというのを、各担当課とも協議し、検討してい

かなければならないと思っています。現時点では、具体的には決めており

ません。 

 

   ほかにございませんか。ないようでしたら、その他に移らせていただき

ます。 



 

二宮市長 

 

 

 

二宮市長 

 

二宮市長 

 

 

西山委員 

 

 

 

 

井上指導監 

 

 

 

 

 

 

 

 

西山委員 

 

二宮市長 

 

 

 

 

 

 

 

二宮市長 

 

二宮市長 

 

⑶ その他 

先ず、事務局から説明をお願いします。 

 

〔会議資料に基づき説明 井上学校教育指導監・林田課長〕 

 

はい、２件事務局のほうから報告事項がございました。 

 

先ず、６番のこども発達支援事業、この報告について、何かご意見等ご

ざいましたらいただきたいと思います。 

 

   今年４月にこの発達支援の事業ができたことを私もあちこちで宣伝し

て、保護者の方に伝えているのですが、この来庁された１８件ですか、そ

の後どういうふうに状況が変わったとか、いろいろ効果が出ているのか、

そういうところをお聞きしたいと思います。 

 

   継続的に相談すべき事案があるという報告は受けておりません。今まで

はどこに相談に行ったらよいのか分からないという方がいらっしゃったよ

うですが、今年度、窓口を開設することにより、相談に来られる市民の方

が増えたということは大きな成果だったと思っています。また、学校教育

指導員や指導主事では指導に限界がございますので、大切なことの一つと

して、関係機関との連携にも力を入れておりまして、病院を紹介して、そ

ちらで受診してもらうという方もおられるということは担当から伺ってお

ります。そういった意味での効果も表れていると考えております。 

 

   早くセンターとして立ち上がれば良いなと願っています。 

 

   なかなか一足飛びには、進んでおりませんが、着実に前を向いて前進し

てもらっていると思っております。やっぱり今までは関係機関の連携が十

分できていなかったと思いますけど、それが本当にありがたいなと、横の

連携を取っていただいておる、窓口の一元化ができたということと、専門

的な指導ができるスタッフにご協力をいただいているということでありが

たいなと、できればやはり、先ほどの西山委員さんにおっしゃっていただ

いた最終形に１年でも早く持って行ければなと考えております。 

 

   ほかはよろしいでしょうか。 

 

   次に、７番の大和公民館の移転改築事業に関して、何か確認とか、ご意

見はございませんか。 
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   大和公民館なのですが、解体も済んで、あとは完成を待つばかりなので

すけれども、解体している間、ちょっと気になったのが、日中は工事現場

の方がいらっしゃって、車の出入りもあるので、周りの方も注意されるの

ですが、仕事が終わった後、普通だったら立ち入り禁止とか、入らないよ

うに、何かされて当然なのですけれども、一定期間自由に出入りできる状

況があったのです。大きな重機が４台、５台あって、解体のブロックだ、

瓦礫だというのが、たくさん、敷地内にある状態で、入り口に何のバリケ

ードもされてなく、近所の方も子供が勝手に入って、怪我でもしたら危な

いという状態があったのですけど、今後、入札が済んで、完成するまでの

間、事故がないようにだけ、今一度また気を付けて、工事関係者の方にも

気を付けていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

   都市整備課の担当であったり、施工する業者であったり、十分コミュニ

ケーションをとりまして、事故のないように努めます。 

 

   遺漏のないようにお願いします。 

   そのほかございませんでしょうか。 

 

   施設とか、こういうものが建つときに必ず思うのですけれども、検討委

員会のほうで、地元の方と十分にお話をされると思うのですけれども、市

側が提示したものと、住民の方が、思われている施設の規模であったり、

設備であったりというものは、だいたい、地域の方が満足されているもの

ができているのですか。 

 

   過去の経過は私が良く存じあげておりますが、なかなか、平面図にたど

り着くまでには、紆余曲折がございました。歴代教育長も難儀されたと思

うのですけれども、いろいろなことがありました、敷地のことから、何や

らかにやら、かなり打合せの回数をやりまして、できあがったのがただ今

の図面でございます。そう簡単にしゃんしゃんということはなかなか、ど

んどんできあがることはございませんでした。 

 

   当初は無理難題もあったと思います。満足しているのではないかなと思

います。 

 

   ほかございませんでしょうか。 

 

   これから、順次、公民館についても、施設の問題とか、復興支援とか、
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いろいろ計画を立てていただき、ご苦労があるのではないかと思うんです

けれども、複合化とか、統廃合とか、あるいは、本館と分館、人口減少を

どうするかとか、いろんな要因があろうと思うのですけれども、現時点で

どういうふうに考えて行くのか。それと、公民館の活動の内容ですが、公

民館にはいろんなことがあるのではないかと思うのですけれども、あるＡ

という地域は、ここが課題なので、この分野の活動に力を入れるというの

は、あってしかるべきだと思います。そのあたりで今後どういうふうに指

導していくかといった何かお考えがあればお聞かせいただければと思いま

す。 

 

   公民館の活動につきましては、中教審の答申におきましても、人づくり、

つながりづくり、地域づくりということを謳っておりまして、特に地域づ

くりにつきましては、市長さんが申されたとおり、それぞれの地域に課題

がありますので、そういった課題解決に向けての学級講座やそういったと

ころに取組んでいきたいとおります。特に、防災の関係であったり、健康

づくりであったり、そういう身近な課題を解決できるような学習活動がで

きればというふうに思っております。公民館施設の整備につきましては、

今後、市長部局のほうともそれぞれ、検討するように、検討委員会が設置

されておりまして、検討しておりますので、その中で十分に詰めていきた

いと思います。 

 

   はい、ありがとうございました。新しい施設が完成した時の利用を考え

て規模決定とか、どういう配置が望ましいかとか、考えていく必要がある

のではないかと思います。個人的な意見ですが、人口はまだしばらく減り

ますので、そのあたりは十分押さえたうえで、再編計画を検討してもらえ

たらと思います。もちろん横の連携を取って協議していただく必要はある

と思います。 

 

   それでは、ほかにないようでしたら、せっかくの機会ですので、意見交

換をさせていただいたらと思います。何か、教育全般、あるいは、児童福

祉、子育て支援等全般で、ご意見等があれば、お聞きしたいと思います。 

 

   子育てや教育というのは、家族の在り方、地域の雇用環境とも深く絡ん

でくるとも思うのですけれども、例えば、育児休業からの社会復帰や出産

などで仕事を離れて、以前と同じ仕事に就けない、状態で仕事に戻るのが

難しい方などへの再就職のサポートとか、先ほど市長さんも言われた横の

つながりで、そういった大洲市ならではの取組みなどができないかという

ことと、後、先ほど、教職員の方の働き方改革というものがあったのです
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けれども、教員の中でもいったん仕事を離れた方に対してスキルアップの

期間だとか、そういったプログラムなどがあると先生方も、出産で離れて

も、また、帰ってこられた時に仕事に就きやすいのではないかなというよ

うな考えがあるのですけれども、その点いかがでしょう。 

 

   先ず、学校の先生方の復帰の関係で何かございませんか。 

 

   それは一応退職されてからという話でしょうか。それとも病気とかで休

職された方のことでしょうか。 

 

   休職された方です。 

 

   病気とかで休職された場合に復職支援プログラムというものを県が準備

しております。それに則って、順序立てて、ステップを踏みながら復職す

るプログラムがあるのですけれども、必ずそれをやらなければいけないと

いうことではございません。今年度、休まれている先生は、復職支援プロ

グラムは活用しておりませんが、校長先生が独自にプログラムを組まれて、

体調に合わせて、学校に来ていただく期間を設けました。そういった期間

をつくることで、順調に復職することができています。加えまして、復職

前には、教育長、私と担当管理主事が、３人で面接を行います。実際に我々

が直接お話をさせていただいて、復職に耐えうるものか判断します。 

 

   前段のご意見で育児休暇から復職されるときの再就職支援というか、仕

事へのアドバイスというかたちはとられている。 

 

   そこはすごく問題になっているところではないかと思っているのです

が、例えば、会社としてきちんと育休が取れて、１年くらい子供を見るこ

とができますと言われて帰る時に、子供さんを預かる、保育所なりなんな

りがきちんと預かれれば、すぐに復職できると思うのですけれども、現在

のところ、先ほどお話もあったのですけれども、保育士さんが足りないば

かりに、０歳から２歳児の待機児童が発生している状況です。ですから、

短期的に言えば、そこは保育士さんを増員、確保して、会社に戻られる方

のサポートというか、帰りやすい、子供さんを預かる体制をとるためには、

先ずは、とにかく今は保育士さんを集めて、いろいろなところに動員して、

集めていくことをしなければならないことと、あと、先ほど言っておりま

した、認定こども園とか、保育所等を統合することで、規模を大きくして、

保育士がその分、見ることができる子供の数が増えますので、同じ先生の

数でも少し、一か所になれば、小さい子も預かれるようになるので、そこ
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らをなるべく早く認定こども園とかにして、待機児童を減らしてやるとい

った側面と、もう一つは、これまた、事業所への呼びかけと言いますか、

例えば、その、もう少し、育休の期間を延ばしていただくとか、すぐに復

帰というのではなく、少し、子供を１年くらい見て、そこからきちんと会

社に帰れるようなことも、事業所のほうへは、お願いしていかなければな

らないのではないかなと考えております。 

 

   その事業所の返答とかはありますか。 

 

   直接、今、福祉のほうから事業所への呼びかけは、できてはないのです

けれども、産業関係で、ゴールド認定といった県が認定をしてくれる、子

供さんを応援してくれる企業ですよといった広報をしてくれる事業がある

ので、商工観光部あたりと一緒になって、事業者のほうにお願いをしなく

てはいけないのかなと考えておりますけど、直接、今、働きかけはできて

いない状況です。 

 

   １点、実は、今年度女性会議を市のほうで開催したいと考えています。 

   大洲市の場合も半数以上が女性ですので、女性の方がお仕事とか、子育

てとか、あるいはどのようなお考えを持っておられるとか、直接、市の幹

部が、女性の代表の方に来ていただいて、ご意見を伺ってみたいなと、い

うことを準備していただくよう、事務局の企画にお願いをしています。 

   そういったところでも、今、吉岡委員さんにいろいろ気にしていただい

ている事柄もお聞かせいただけるのではないかなと思っています。すぐに

できるもの、時間のかかるもの、いろいろあると思いますけど、これから

は、やはり、女性の方がどう社会で活躍していただくか、高齢者の方もそ

うであると思うのですけれども、もう一つ言えば、地域創生の今回の答申

にもあるようですが、外国人の方の力を発揮していただくことも課題だと

思っております。 

   やはり、女性の力を上手く社会で発揮いただけるまちづくりを進めてい

く必要があるのではないかと、そういった形で、先ずは、女性の方の代表

者のご意見を聞くことができる機会を設けたいと思っています。そこらか

らまたスタートできればと思っています。 

 

   もう一点だけ、子供を預けるという点で、今、放課後児童クラブがあろ

うかと思うのですけれども、今、待機児童がいるのかという点と、支援員

の数が足りているのかどうかというところで、いわゆる、正規雇用、非正

規雇用の中で、勤務時間もフレキシブルな方がいらっしゃって、なかなか、

預けるということになったときに、今日あなた休んでいるのではないです
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かといった形で、なかなか預けられないという声も、施設の容量、状況も

あろうかと思うのですけれども、受け入れを全部するということはなかな

か難しいとは思うのですけれど、働くためにそういった子供を見てもらう

ような状況というのは、今後、つくっていかないといけないのではないか

なと思いますので、その点、お伺いしたいのですけれども。 

 

   待機児童の状況なのですけれども、詳しい資料を今日はもっていないの

ですけれども、できるだけ待機は発生しないように、現場と調整しながら、

受け入れる形をとっています。放課後児童クラブの支援員の数は、十分と

は言えないことから、常時、ハローワークで募集を行っており、時々であ

りますが、子育てが終わった方が協力したいと申込いただいている状況で

す。 

 

   今、児童クラブに預かれるのが１年生から６年生までで、全学年なので

すけれども、大洲市外に開設している施設の規模と指導員の数から言うと、

１年生から３年生までは、極力待機が出ないように預かっているのですけ

れども、４、５、６年生については、みんながみんな全部受け入れなれる

状況ではないのが現実です。実際、喜多小とか、大洲小とか、今、造って

いる施設自体が、手狭になっておりますので、そこらは、学校の空き教室

もなかなか難しい状況なので、例えば独自の建物を建てるとか、そういう

施設整備も少し、考えていかなくてはならないクラブも出てきていると認

識はしておりますので、そのあたりは、今後の検討課題として取り組んで

いきたいと思っております。 

 

   今年、中学校の教員の方で、育休を取られた男性はおられるのですか。 

 

   います。 

 

   産休を終えられた奥さんが働くために育休を取っているという方は、数

名存じ上げているのですけれども、市役所のほうでは、そういう方はおら

れたりするのですか。 

 

   市役所もいます。現実的にその後は、臨時職員で対応して、また戻って

いただくという対応を取っています。 

 

   そのほか、何かご意見はございませんか。 

 

   ちょっとだけ指導監の補足をしてもよろしいでしょうか。復職支援プロ
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グラムの中に、それがなくなってなければですが、確か復職して１か月間

だけ、臨時の教諭をつけることができるというシステムがあるでしょう。

ただ、１か月間だけ来てくださいというのは現実的に探せないので、やっ

たところはほとんどないかと思いますけれども、ルール上はあります。１

か月サポートするような教諭をつけるとことができますという、そこまで

教育部門はやっています。 

 

   １か月というのは、それは、県が決められる。 

 

   そうです。必要であると、実際に人がいるとなるとオーケーなのです。

ただ、実際になかなか、１か月だけ、都合の良く来てくださいというのは

見つからないので、現実的には、上手く機能していないところはあるかも

しれません。そこは、システムがなくなってなければあると思います。 

 

   最後に私のほうから提案なのですが、災害の関係で、運動公園、それか

ら、徳森公園、それから総合体育館も外壁の改修、本来であれば済んでな

くてはならないのですけれども、半分やって、半分が昨年でしたので、災

害復旧を先にやらなければならないということで、予算を不執行としまし

た。これから、順次、野球場が復旧できたり、総合体育館も外壁の半分が

きれいになったりとか、最後まで残るのが徳森公園かもしれませんが、そ

こらの復旧ができたら、まちを元気づけるためにも、子供たちを中心にし

たスポーツ大会のようなものを、南予の各市と連携を取って開催をしたい

と思っております。宇和島市の岡原市長さんからもぜひやりたいというこ

とを伺っていますので、担当部局は、文化スポーツ課になると思うのです

が、そこらを頭の隅において検討していただければありがたいと思います。

このことについては、たぶん、それは市長、止めなさいと言われる方はい

ないと思います。ぜひ、具現化していきたいと思っております。よろしく

お願いしたいと思います。 

 

   それでは、ほかにご意見も無いようでしたら、いろいろな意見をたくさ

んいただきまして、本日の議事は以上をもちまして、終了させていただき

たいと思います。ご協力ありがとうございました。 

 

 ４ 教育長あいさつ 

 ５ 閉会 

 


